


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































順位 質　問　項　目 度数 平均値 SD
1 給料が労働に見合ってない 457 3.73 1.14
2 同じ部署に気を使う必要のある人がいる 459 3.71 1.07
3 心身の疲労が著しい 459 3.47 1.12
4 自分の能力不足や知識不足を感じる 459 3.47 1.10
5 仕事で責任やプレッシャーが重くのしかかる 459 3.42 1.07
6 人手が足りない 457 3.34 1.19
7 考え方の違う上司やスタッフがいる 459 3.32 1.06
8 業務が多忙で煩雑である 458 3.29 1.08
9 夜勤がつらい 449 3.28 1.36
10 業務以外のノルマ（研修，研究など）が負担である 459 3.21 1.18
11 休みが少なく、プライベートの時間がない 459 2.98 1.24
12 若者が成長せず、すぐに辞める 450 2.82 1.25
13 上司や先輩の態度に問題がある 458 2.79 1.28
14 リーダー業務に自信が持てない 435 2.69 1.48
15 自分が看護職にむいているか疑問に感じる 458 2.68 1.36
16 医師が横柄な態度をとる 459 2.60 1.21
17 自分のやりたい仕事ができない 459 2.60 1.02
18 他職種や病棟間での連携ができない 459 2.58 1.09
19 家庭生活と仕事の両立が難しい 458 2.55 1.31
20 仕事をしていても達成感がない 459 2.54 1.15
21 毎日同じ仕事ばかりでマンネリ化している 458 2.46 1.15
22 目標が持てない 458 2.44 1.17
23 モデルとなる人（先輩，上司など）がいない 458 2.43 1.29
24 所属部署の雰囲気が悪い 459 2.27 1.25
25 所属部署は人間関係が悪い 459 2.24 1.20
26 患者やその家族へのクレーム対応に追われる 459 2.08 1.13
27 今いる所は希望の部署でない 457 2.01 1.37
28 相談相手がいない 458 1.91 1.20
順位 質　問　項　目 度数 平均値 SD
1 家族のため、生活のために働いている 459 3.64 1.19
2 他者（メンバー，家族など）からのサポートがある 457 3.46 0.86
3 責任感や使命感を持つことができる 459 3.42 0.78
4 患者が回復することで本人や家族から感謝される 459 3.42 0.99
5 患者との関わりが持てる 459 3.41 0.89
6 他者のメンバーの頑張っている姿に励まされる 458 3.26 0.90
7 自らを高める機会（研修，研究会，学会）がある 458 3.22 0.95
8 目標や目的意識を持つことができる 459 3.15 0.95
9 仕事にやりがいがある 459 3.08 0.94
10 メンバー間で問題意識を共有できている 459 3.05 0.86
11 職場の雰囲気が良い 459 3.02 1.06
12 人間関係が良い 459 3.00 1.01
13 向上心が持てる 459 2.99 0.92
14 他のメンバーや上司から評価してもらえる 459 2.97 0.93
15 趣味などで息抜きや気分転換ができる 459 2.96 1.08
16 休日などに休息をとることができる 459 2.93 1.15
17 患者や他のメンバーから必要とされている 459 2.92 0.76
18 仕事に達成感や充実感が持てる 457 2.86 0.91
19 自分自身の成長を実感できる 458 2.83 0.91
20 健康で体調が良い 459 2.80 1.10
21 新人や後輩を指導して成果がみられる 445 2.56 1.15
Tab.3　職務動機づけの阻害要因のあてはまりの程度
Tab.4　職務動機づけの維持・促進要因のあてはまりの程度
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7 考え方の違う上司やスタッフがいる 459 3.32 1.06
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10 業務以外のノルマ（研修，研究など）が負担である 459 3.21 1.18
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9 仕事にやりがいがある 459 3.08 0.94
10 メンバー間で問題意識を共有できている 459 3.05 0.86
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14 他のメンバーや上司から評価してもらえる 459 2.97 0.93
15 趣味などで息抜きや気分転換ができる 459 2.96 1.08
16 休日などに休息をとることができる 459 2.93 1.15
17 患者や他のメンバーから必要とされている 459 2.92 0.76
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19 自分自身の成長を実感できる 458 2.83 0.91
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Tab.3　職務動機づけの阻害要因のあてはまりの程度
Tab.4　職務動機づけの維持・促進要因のあてはまりの程度
質問項目  自由度 F 値 有意確率 多重比較
ｸﾞﾙｰﾌﾟ間 3 11.4504 0.0000 ～3年＜4～5年
ｸﾞﾙｰﾌﾟ内 443 ～3年＜6～9年
合計 446 ～3年＜10年～
ｸﾞﾙｰﾌﾟ間 3 3.9227 0.0088 ～3年＜6～9年
ｸﾞﾙｰﾌﾟ内 452
合計 455
ｸﾞﾙｰﾌﾟ間 3 2.8051 0.0394 ～3年＜10年～
ｸﾞﾙｰﾌﾟ内 451
合計 454
ｸﾞﾙｰﾌﾟ間 3 29.0523 0.0000 ～3年＜4～5年
ｸﾞﾙｰﾌﾟ内 451 ～3年＜6～9年
合計 454 ～3年＜10年～
ｸﾞﾙｰﾌﾟ間 3 5.7143 0.0008 ～3年＜10年～
ｸﾞﾙｰﾌﾟ内 452
合計 455
ｸﾞﾙｰﾌﾟ間 3 4.5352 0.0038 ～3年＜10年～
ｸﾞﾙｰﾌﾟ内 452
合計 455
ｸﾞﾙｰﾌﾟ間 3 4.6347 0.0033 ～3年＜4～5年
ｸﾞﾙｰﾌﾟ内 451
合計 454
ｸﾞﾙｰﾌﾟ間 3 3.9683 0.0083 ～3年＜10年～
ｸﾞﾙｰﾌﾟ内 442
合計 445
ｸﾞﾙｰﾌﾟ間 3 16.0557 0.0000 4～5年＜～3年
ｸﾞﾙｰﾌﾟ内 451 6～9年＜～3年
合計 454 10年～＜～3年
ｸﾞﾙｰﾌﾟ間 3 5.8977 0.0006 10年～＜～3年
ｸﾞﾙｰﾌﾟ内 428 10年～＜6～9年
合計 431 （4～5年は有意傾向）
ｸﾞﾙｰﾌﾟ間 3 33.7049 0.0000 4～5年＜～3年
ｸﾞﾙｰﾌﾟ内 452 6～9年＜～3年
合計 455 10年～＜～3年
質問項目  自由度 F 値 有意確率 多重比較
ｸﾞﾙｰﾌﾟ間 3 4.6257 0.0034 10年～＜～3年
ｸﾞﾙｰﾌﾟ内 452
合計 455
ｸﾞﾙｰﾌﾟ間 3 6.2181 0.0004 ～3年＜6～9年
ｸﾞﾙｰﾌﾟ内 452 ～3年＜10年～
合計 455
ｸﾞﾙｰﾌﾟ間 3 3.6102 0.0134 ～3年＜10年～
ｸﾞﾙｰﾌﾟ内 452
合計 455
ｸﾞﾙｰﾌﾟ間 3 20.1905 0.0000 ～3年＜4～5年
ｸﾞﾙｰﾌﾟ内 438 ～3年＜6～9年
合計 441 ～3年＜10年～
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因子１ 因子２ 因子３ 因子４ 共通性
「業務の過酷さ」因子
業務が多忙で煩雑である 0.763 -0.030 -0.027 -0.010 0.266
人手が足りない 0.693 -0.035 -0.059 0.086 0.292
心身の疲労が著しい 0.663 0.090 0.042 -0.035 0.541
休みが少なく、プライベートの時間がない 0.650 0.004 0.044 -0.008 0.509
仕事で責任やプレッシャーが重くのしかかる 0.626 -0.155 0.218 0.100 0.243
家庭生活と仕事の両立が難しい 0.543 0.109 -0.103 -0.081 0.441
夜勤がつらい 0.472 0.040 0.064 -0.135 0.485
若者が成長せず、すぐに辞める 0.428 0.067 -0.242 0.149 0.493
「やりがいのなさ」因子
目標が持てない 0.040 0.715 0.145 -0.043 0.304
仕事をしていても達成感がない 0.021 0.683 0.243 0.020 0.223
毎日同じ仕事ばかりでマンネリ化している 0.017 0.622 -0.250 -0.001 0.645
今いる所は希望の部署でない 0.012 0.455 -0.183 0.175 0.682
相談相手がいない -0.016 0.448 0.059 0.060 0.720
「仕事への自信欠如」因子
自分の能力不足や知識不足を感じる 0.035 -0.209 0.783 0.021 0.246
自分が看護職にむいているか疑問に感じる -0.004 0.144 0.760 -0.097 0.830
リーダー業務に自信が持てない -0.078 -0.057 0.552 0.186 0.304
「職場の雰囲気の悪さ」因子
所属部署の雰囲気が悪い 0.002 0.021 0.078 0.915 0.510
所属部署は人間関係が悪い -0.031 0.080 0.035 0.886 0.884
因子寄与率 24.80% 9.96% 8.27% 4.85% 47.88%
※最尤法・プロマックス回転による
因子 １ ２ ３
因子間相関 ２ 0.508
３ 0.333 0.494
４ 0.455 0.367 0.153
因子１ 因子２ 因子３ 因子４ 共通性
「仕事のやりがい」因子
向上心が持てる 0.947 -0.083 0.016 0.033 0.462
仕事にやりがいがある 0.910 -0.079 -0.006 0.020 0.527
仕事に達成感や充実感が持てる 0.691 0.158 0.062 -0.018 0.733
目標や目的意識を持つことができる 0.688 0.022 -0.034 -0.016 0.224
自分自身の成長を実感できる 0.505 0.132 0.185 0.100 0.999
「看護師としての使命感」因子
メンバー間で問題意識を共有できている -0.078 0.753 -0.046 0.082 0.477
責任感や使命感を持つことができる 0.292 0.682 -0.092 -0.221 0.578
他のメンバーの頑張っている姿に励まされる 0.156 0.672 -0.080 0.015 0.534
患者や他のメンバーから必要とされている 0.098 0.584 -0.120 0.139 0.593
他者（メンバー，家族など）からのサポートがある -0.072 0.541 0.211 0.047 0.407
患者が回復することで本人や家族から感謝される -0.132 0.465 0.101 0.071 0.747
患者との関わりが持てる -0.027 0.432 0.245 -0.056 0.837
「心身のリフレッシュ」因子
趣味などで息抜きや気分転換ができる -0.037 -0.021 0.879 -0.034 0.468
休日などに休息をとることができる -0.064 0.158 0.668 0.029 0.594
健康で体調が良い 0.224 -0.119 0.607 -0.011 0.693
「良好な人間関係」因子
人間関係が良い 0.038 0.009 -0.037 0.990 0.710
職場の雰囲気が良い -0.005 0.068 0.020 0.813 0.286
因子寄与率 21.77% 24.47% 6.48% 5.34% 58.06%
※最尤法・プロマックス回転による
因子 １ ２ ３
因子間相関 ２ 0.679
３ 0.509 0.436




































































因子１ 因子２ 因子３ 因子４ 共通性
「業務の過酷さ」因子
業務が多忙で煩雑である 0.763 -0.030 -0.027 -0.010 0.266
人手が足りない 0.693 -0.035 -0.059 0.086 0.292
心身の疲労が著しい 0.663 0.090 0.042 -0.035 0.541
休みが少なく、プライベートの時間がない 0.650 0.004 0.044 -0.008 0.509
仕事で責任やプレッシャーが重くのしかかる 0.626 -0.155 0.218 0.100 0.243
家庭生活と仕事の両立が難しい 0.543 0.109 -0.103 -0.081 0.441
夜勤がつらい 0.472 0.040 0.064 -0.135 0.485
若者が成長せず、すぐに辞める 0.428 0.067 -0.242 0.149 0.493
「やりがいのなさ」因子
目標が持てない 0.040 0.715 0.145 -0.043 0.304
仕事をしていても達成感がない 0.021 0.683 0.243 0.020 0.223
毎日同じ仕事ばかりでマンネリ化している 0.017 0.622 -0.250 -0.001 0.645
今いる所は希望の部署でない 0.012 0.455 -0.183 0.175 0.682
相談相手がいない -0.016 0.448 0.059 0.060 0.720
「仕事への自信欠如」因子
自分の能力不足や知識不足を感じる 0.035 -0.209 0.783 0.021 0.246
自分が看護職にむいているか疑問に感じる -0.004 0.144 0.760 -0.097 0.830
リーダー業務に自信が持てない -0.078 -0.057 0.552 0.186 0.304
「職場の雰囲気の悪さ」因子
所属部署の雰囲気が悪い 0.002 0.021 0.078 0.915 0.510
所属部署は人間関係が悪い -0.031 0.080 0.035 0.886 0.884
因子寄与率 24.80% 9.96% 8.27% 4.85% 47.88%
※最尤法・プロマックス回転による
因子 １ ２ ３
因子間相関 ２ 0.508
３ 0.333 0.494
４ 0.455 0.367 0.153
因子１ 因子２ 因子３ 因子４ 共通性
「仕事のやりがい」因子
向上心が持てる 0.947 -0.083 0.016 0.033 0.462
仕事にやりがいがある 0.910 -0.079 -0.006 0.020 0.527
仕事に達成感や充実感が持てる 0.691 0.158 0.062 -0.018 0.733
目標や目的意識を持つことができる 0.688 0.022 -0.034 -0.016 0.224
自分自身の成長を実感できる 0.505 0.132 0.185 0.100 0.999
「看護師としての使命感」因子
メンバー間で問題意識を共有できている -0.078 0.753 -0.046 0.082 0.477
責任感や使命感を持つことができる 0.292 0.682 -0.092 -0.221 0.578
他のメンバーの頑張っている姿に励まされる 0.156 0.672 -0.080 0.015 0.534
患者や他のメンバーから必要とされている 0.098 0.584 -0.120 0.139 0.593
他者（メンバー，家族など）からのサポートがある -0.072 0.541 0.211 0.047 0.407
患者が回復することで本人や家族から感謝される -0.132 0.465 0.101 0.071 0.747
患者との関わりが持てる -0.027 0.432 0.245 -0.056 0.837
「心身のリフレッシュ」因子
趣味などで息抜きや気分転換ができる -0.037 -0.021 0.879 -0.034 0.468
休日などに休息をとることができる -0.064 0.158 0.668 0.029 0.594
健康で体調が良い 0.224 -0.119 0.607 -0.011 0.693
「良好な人間関係」因子
人間関係が良い 0.038 0.009 -0.037 0.990 0.710
職場の雰囲気が良い -0.005 0.068 0.020 0.813 0.286
因子寄与率 21.77% 24.47% 6.48% 5.34% 58.06%
※最尤法・プロマックス回転による
因子 １ ２ ３
因子間相関 ２ 0.679
３ 0.509 0.436
４ 0.428 0.535 0.339
Tab.7　動機づけの阻害要因に関する因子パターンと因子間相関※
Tab.8　動機づけの維持・促進要因に関する因子パターンと因子間相関※
因　　子  自由度 F 値 有意確率 多重比較
ｸﾞﾙｰﾌﾟ間 3 16.8135 0.0000 4～5年＜～3年
ｸﾞﾙｰﾌﾟ内 409 6～9年＜～3年
合計 412 10年～＜～3年
因　　子  自由度 F 値 有意確率 多重比較
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